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サクラの花の色 

少々長かった今年の桜の季節も、吹雪とは行か

なかったが降る雨にたたかれ終幕の候となった。 

絢爛と咲き、潔く散る・・、桜ほど日本人の美

意識にかなう花はなかったのであろう。万葉のこ

ろから、既に野山で鑑賞する風習が生まれ、平安

時代に入ると「花は桜」の文化が生まれ、数多く

のうたが残されて来ている。元々、農耕の印とし

て端を発した文化は、貴族の春の訪れを寿ぐ絢爛

たる花の文化に転嫁、鎌倉以降、は散る花にも深

く哀れを覚える日本人の美意識が定着したとされ

る。特に武士の台頭によって、散り際の「いさぎ

よさ」が強調されるようになった。この思想は明

治、昭和にも引き継がれて来たことはご存じのと

おり。桜に特別な意味が与えられた時代は過ぎた

が、近世でも入学や就職等、人生の節目や慶事を

彩る花として特別な想いが日本人の心に生き続け

てきているのであろう。 

前書きはこのくらいで本題。 

自身の人生に「桜」を重ねて詠むまれたとされる

下記の歌、 

花の色は うつりにけりな いたづらに 

    わが身世にふる ながめせしまに 

 小野小町『古今集』春・113 

（桜の花の色は、むなしく衰え色あせてしまたこ

とよ、春の長雨が降っている間に。ちょうど私の

美貌が衰えたように、恋や世間のもろもろのこと

に思い悩んでいるうちに。） 

 また、 

・・・色あせた桜ただ一つ、寂しく咲いていた・ 

などという歌謡曲の一節をご存じの方もいらっし

ゃるでしょう。 

 本報では、桜の花の色は時期と共に変わるの

か、色あせるのか、少し科学的に観て見ようと思

う。 

桜の花の開花から散り際までの色の変化で分類す

ると、およそ次のように区分できる。 

Ａ．白色の花で色不変Ｂ 

Ｂ．開花から散り際にかけ色が濃くなる 

Ｃ．有色（紅系）で色の変化なし 

Ｄ．開花以降いろあせる。 

Ｅ．その他（開花後の時期で変色） 

 

＊ケースＡ 

 白色の花を開花して、白色の花弁を散らす。散

った花弁は茶色に変色する。自然界では白花が最

も多く、３３％ほどとされるが、日本の桜の仲間

では極めて希。ヤマザクラの一部にこのタイプが

あるように思う。なお、日本原産ではないが、園

芸的に植栽されている品種には「支那実桜」又は

「唐実桜」という中国を原産とする桜がある。白

花ではあるが、花弁は散らず茶色に変色し縮む。 

  ・シナミザクラ 

 写真のように、花後茶色に変色。 

・白い花には白色の色素は含まれていませんが、

フラボノイドと呼ばれる「無色～褐色」の色素が

含まれています。白く見えるのは、花弁に含まれ

ている小さな空気の泡(気泡)が光を反射するため



です。（ビールの泡が白く見えるのと同じ） 

フラボノイドは可視領域の光をすべて吸収してし

まうので人間には無色に見えますが、紫外領域の

光を反射するので昆虫の目には色がついてみえま

す。昆虫は可視領域だけでなく、紫外領域の波長

の光も色として認識できるからです。 

 

ケースＢ． 

 咲始めは白花ですが、日がたつにつれて色づい

てくるタイプの花です。ヤマザクラの系統にこの

系統が多いようです。私の住まいの近くのオオシ

マザクラは下の写真のように、蕾も白、咲き始め

の花の色も白色でしたが、散る前にはその下の写

真のようにサクラ色に変色しました。  

 

 

・オオシマザクラ 

 散る間際にはソメイヨシノと同じような花色

となりました。 

これに対して、ソメイヨシノも咲始めは、ほぼ

白色に見えますが、オオシマザクラなどとは少し

違います。 

次の写真のように、蕾はピンク色ですが、開花

直後の花弁はほぼ白色。日がたつにつれて所謂サ

クラ色に変色、特に中央部が濃くなってきます。 

 

 

ソメイヨシノの花の淡い赤色系の色素はアント

シアニンです。咲き始めの花が白いのは、白色の

花で説明したフラボノイド系の色素化合物？が共

存し気泡によって白色にみえるのです。オオシマ

ザクラの開花直後の花弁の白色、その後のサクラ

色への変化ははソメイヨシノの場合と同じです。

花中のアントシアニンの量（着色度）は開花後少

しずつ変化します。ソメイヨシノでは開花直後の

花では、花弁基部は薄モモ色で、花糸（雄しべの

柄）には色素が少なくほぼ白色ですが、散りはじ

める直前までには色素量が増加して、花糸も真っ

赤になります。花弁が散った後に残る花殻はみん

な真っ赤ですね。 

なお、ソメイヨシノ等の花の開花後の色の濃く

なる変化は、花自身が持っていた色素が増えるの

ではく、開花後に樹本体から供給されるもののよ

うです。ソメイヨシノの枝を用いて促成試験を実

施された方はお気づきになったと思います。 

http://www.naro.affrc.go.jp/flower/kiso/color_shikiso/index.html#hatyou
http://www.naro.affrc.go.jp/flower/kiso/color_shikiso/index.html#hatyou


この試験で開いた花の花弁は純白。その後、放置

しても萎むだけで、サクラ色にはならなかったは

ずです。

 

でも写真のように白色でしたね。白色はフラボノ

イドを含む色素化合物の存在の証明でもあるので

す＊下の色を「サクラ色」というそうです。 

 

ケースＣ 

 ピンク系の桜に多いタイプ。系統的にはヒカン

ザクラ系の園芸種に多いようです。ヒカンザクラ

自体も開花後の変色が殆どなく、散るというより

は萎んでしまうようです。 

色素系はアントシアニン系であると思われます。

住いの近くでは「陽光」がこのタイプでした。 

 

・陽光：咲き始めと散り始め（下）です。 

 

 

タイプＤ 

 このタイプの花は、園芸種では多く見かけます。 

サトザクラ以外では、多分、エドヒガンおよびこ

れの変種と言われる枝垂桜、（ベニシダレ系）に多

いようです。下の２枚の写真は、近くの枝垂桜の

古木の開花直後と散り始めの画像です。 

 ・ベニシダレ 

 

 

 



 咲始めたサトザクラの一種です。 

 

昔、おふくろが、このような品種の若い花を摘

み取り、梅酢に付けて保存していたのを思い出し

ます。退色防止の策だったのでしょうか。 

勿論、花の色素は前者と同じ、アントシアニン

系です。 

 

タイプ E. 

 

 

 

このグループの種の桜は自然界にはありません。 

写真は「御衣黄」という園芸品種のものです。 

 

・サトザクラと呼ばれるオオシマザクラ系の園芸

品種の一つで、江戸時代中期以前に京都の仁和寺

で生み出されたとされる。花の色が、緑から黄色、

最後は紅色に変化します。この過程の、萌黄色の

花弁を貴族が纏っていた衣装の色に見立てて「御

衣黄」と命名されたそうです。  

  ・ギョイコウと花色が近いサトザクラにはウコ

ン（鬱金）があるが、ギョイコウの花弁はより小さ

くて細長い。開花はギョイコウの方が少しだけ遅

いとのこと。  

 

 ＊冒頭の小野小町が詠んだ歌の桜は何者でしょ

うか、少なくとも「ソメイヨシノ」や江戸時代以降

に出て来ている「サトザクラ」ではないでしょう。 

この時代の代表的な桜は「ヤマザクラ」だった

はずです。代表的な赤褐色の葉と白花のヤマザク

ラは花の色というよりは、葉の展開によって樹全

体の色彩が変わって来ます。あえて、「花の色は」

と詠んでいるのでこれではないようです。この時

代にはオオシマザクラ（ヤマザクラ群です）やエ

ドヒガンは存在していたはずです。 

白から紅か、紅から白か・・・。 

 また、「色あせた桜」とはーうらぶれた、寂しい

など語感ではわかりますが、現実には何でしょう

か？ 

  皆さまはどう思われるでしょうか。 

 

＊本報ではサクラの花の色を取り上げてみました。

桜に限らず、「花の色」に関して発色の機構や、色

素についてまとめた一文（７頁）があります。や

や、専門的ですが、この際、勉強して見ようかと思

われる方は遠慮なくお申し出下さい。折り返しお

送りします。 

                 以上 

https://www.uekipedia.jp/落葉広葉樹-ア行/オオシマザクラ/
https://www.uekipedia.jp/落葉広葉樹-ア行/ウコンザクラ/
https://www.uekipedia.jp/落葉広葉樹-ア行/ウコンザクラ/

